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委  

員  

会  

報  

告

総
務
文
教
委
員
会
の

　
　
　

 
審
議
の
あ
ら
ま
し

議
案
第
９
号

「
高
梁
市
開
発
事
業
基
金
条

例
」

◉
委
員　

こ
の
基
金
は
高

梁
地
域
限
定
で
あ
っ
た「
高

梁
市
開
発
事
業
基
金
」
を

新
庁
舎
等
大
規
模
事
業
に

充
て
る
た
め
、
新
た
に
全

市
を
対
象
と
し
た
基
金
と

し
て
条
例
を
制
定
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
合
併
後
速

や
か
に
す
べ
き
も
の
で
は

な
か
っ
た
の
か
、
な
ぜ
今

回
に
至
っ
た
の
か
と
経
過

な
ど
に
つ
い
て
詳
し
い
説

明
を
求
め
る
。

◆
執
行
部　

地
域
づ
く
り

基
金
に
つ
い
て
は
、
合
併

時
に
各
市
町
と
も
10
年
間

程
度
は
現
状
の
維
持
を
希

望
し
て
い
た
。
こ
の
基
金

も
高
梁
地
域
限
定
で
大
規

模
事
業
に
運
用
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
新

庁
舎
建
設
は
全
市
に
対
応

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
、
平
成
22
年
度
に

は
新
た
に
積
み
立
て
計
画

が
あ
る
こ
と
、
ま
た
今
後

の
財
政
負
担
、
財
政
需
要

も
多
く
な
る
こ
と
な
ど
が

想
定
さ
れ
る
現
状
に
お
い

て
は
、
一
体
感
の
醸
成
を

図
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、

特
に
こ
の
基
金
に
つ
い
て

は
、
早
急
に
全
市
適
用
を

す
べ
き
と
判
断
し
た
。

議
案
第
18
号

「
高
梁
市
消
防
団
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」

◉
委
員　

今
回
定
数
を
１

１
０
人
減
と
す
る
が
、
こ

れ
か
ら
の
消
防
団
運
営
に

支
障
は
な
い
の
か
。

◆
執
行
部　

現
在
の
定
数

は
合
併
時
の
団
員
の
総
数

を
も
っ
て
定
数
を
定
め
て

い
た
が
、
昨
年
の
改
選
期

に
世
代
交
代
が
一
気
に
進

み
団
員
数
が
急
激
に
減
少

し
た
も
の
で
あ
る
。
団
員

確
保
に
奔
走
し
た
が
、
新

人
団
員
の
確
保
は
な
か
な

か
む
ず
か
し
い
の
が
現
状

で
あ
る
。

　

今
後
は
現
在
25
名
を
定

員
と
し
て
い
る
女
性
団
員

も
、
５
年
後
に
は
40
人
程

度
を
確
保
で
き
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
た
い
。

◉
委
員　

社
会
環
境
の
変

化
な
ど
に
伴
い
、
消
防
団

員
を
は
じ
め
、
昼
間
人
口

の
減
少
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
直
面
し
て
い
る

が
、
地
域
の
消
防
力
を
低

下
さ
せ
な
い
よ
う
、
さ
ら

に
団
員
確
保
に
努
め
ら
れ

た
い
。

議
案
第
71
号

「
平
成
22
年
度
高
梁
市
一
般

会
計
予
算
」

◉
委
員　

学
園
文
化
都
市

づ
く
り
事
業
費
に
つ
い
て
、

平
成
22
年
度
の
入
学
推
進

の
た
め
、
学
生
へ
の
奨
学

金
・
広
報
活
動
へ
の
補
助

な
ど
に
よ
り
学
生
数
の
確

保
を
図
る
と
し
て
、
昨
年

９
月
に
債
務
負
担
行
為
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

本
年
度
の
入
学
に
影
響
が

あ
っ
た
の
か
。

◆
執
行
部　

最
終
入
学
者

の
確
定
は
５
月
頃
と
な
る

た
め
、
今
の
段
階
で
は
学

生
数
の
増
減
に
つ
い
て
は

把
握
で
き
て
い
な
い
。

市
民
生
活
委
員
会
の

　
　
　

 

審
議
の
あ
ら
ま
し

議
案
第
54
号

「
平
成
21
年
度
高
梁
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）」

◉
委
員　

成
羽
病
院
事
業

会
計
補
助
金
に
つ
い
て
詳

し
い
説
明
を
求
め
る
。

◆
執
行
部　

平
成
21
年
度

よ
り
地
方
交
付
税
の
交
付

要
綱
の
改
正
が
あ
り
、
不

採
算
地
区
病
院
へ
の
特
別

交
付
税
措
置
が
拡
充
さ
れ
、

そ
の
額
が
約
５
、
２
０
０

万
円
で
あ
る
。
ま
た
、
普

通
交
付
税
の
算
定
単
価
も

改
定
さ
れ
約
１
、
０
０
０

万
円
の
増
額
と
な
り
本
年

度
の
総
額
は
１
億
８
、
１

２
１
万
１
、
０
０
０
円
で

あ
る
。

議
案
第
71
号

「
平
成
22
年
度
高
梁
市
一
般

会
計
予
算
」

◉
委
員　

地
域
振
興
交
付

金
に
か
か
わ
っ
て
、
交
付

金
の
内
訳
や
事
業
の
財
源

見
通
し
に
つ
い
て
執
行
部

の
見
解
を
求
め
る
。

◆
執
行
部　

松
山
踊
り
・

風
ぐ
る
ま
フ
ェ
ス
タ
・
成

羽
花
火
・
川
上
絵
ぶ
た
ま

つ
り
・
備
中
ふ
る
さ
と
祭

り
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

　

地
域
振
興
基
金
の
運
用

は
、
国
か
ら
の
指
導
に
よ

り
平
成
21
年
度
か
ら
起
債

を
返
還
し
た
額
の
範
囲
内

で
の
取
り
崩
し
に
よ
り
事

業
へ
の
充
当
を
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

議
案
第
72
号

「
平
成
22
年
度
高
梁
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
」

◉
委
員　

経
済
不
況
に
よ

り
全
国
的
に
所
得
が
低
下

し
、
解
雇
に
よ
る
国
保
加

入
者
も
増
加
し
て
い
る
現

状
を
見
る
と
、
保
険
料
の

引
き
上
げ
は
さ
ら
に
市
民

生
活
を
圧
迫
す
る
も
の
で

は
な
い
か
。

◆
執
行
部　

本
年
度
は
被

保
険
者
が
約
３
０
０
人
増

加
し
て
お
り
、
解
雇
に
よ

る
も
の
も
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
国
に
お
い
て
は
、

失
業
者
の
保
険
税
の
減
額

措
置
の
検
討
が
な
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
を
受
け
本
市

で
も
対
策
を
講
じ
て
い
き

た
い
。

議
案
第
76
号

「
平
成
22
年
度
高
梁
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
」

◉
委
員　

こ
の
医
療
制
度

は
施
行
か
ら
２
年
が
経
過

し
、
保
険
料
の
引
き
上
げ

が
行
わ
れ
る
見
込
み
で
あ

り
、
国
の
責
任
は
重
く
、

廃
止
を
国
に
求
め
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

◆
執
行
部　

保
険
料
は
２

年
ご
と
に
見
直
す
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
一
人
当
た

り
年
額
で
４･

22
％
、
２
、

３
９
２
円
の
引
き
上
げ
と

な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

国
に
対
し
て
は
、
保
険

料
の
抑
制
や
自
治
体
の
新

た
な
負
担
が
生
じ
な
い
よ

う
、
市
長
会
・
広
域
連
合

会
等
を
通
じ
て
要
望
し
て

い
き
た
い
。



高梁市議会だより　 第2号　 2010. 5. 1

13

産
業
建
設
委
員
会
の

　
　

    
審
議
の
あ
ら
ま
し

議
案
第
14
号

「
高
梁
市
営
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」

◉
委
員　

入
居
者
の
資
格

に
市
町
村
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
者
を
条
件
と
し
て

加
え
る
こ
と
と
し
て
い
る

が
、
憲
法
第
25
条
に
規
定

す
る
生
存
権
保
障
の
理
念

に
抵
触
し
な
い
の
か
。
ま

た
現
在
の
経
済
不
況
に
お

い
て
、
入
居
を
申
請
す
る

生
活
困
窮
者
及
び
、
既
に

入
居
を
し
て
い
る
者
に
滞

納
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応

は
ど
う
す
る
の
か
。

◆
執
行
部　

憲
法
と
の
整

合
性
に
つ
い
て
、
国
へ
の

照
会
事
例
に
よ
る
と
、
市

町
村
税
の
滞
納
が
な
い
こ

と
を
入
居
資
格
に
加
え
る

こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
そ

し
て
滞
納
が
あ
っ
た
場
合

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
低

額
所
得
者
で
速
や
か
に
市

営
住
宅
に
入
居
す
る
こ
と

を
必
要
と
し
て
い
る
者
は
、

優
先
的
に
入
居
が
で
き
る
。

ま
た
、
既
に
入
居
を
し
て

い
る
者
に
つ
い
て
は
悪
質

な
場
合
に
退
去
を
求
め
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
今
回

の
改
正
は
、
ま
ず
負
担
の

公
平
性
を
考
え
て
の
も
の

で
あ
る
。

議
案
第
71
号

「
平
成
22
年
度
高
梁
市
一
般

会
計
予
算
」

◉
委
員　

労
働
費
の
高
梁

平
和
・
人
権
・
環
境
労
組

会
議
補
助
金
や
、
労
働
金

庫
預
託
金
の
内
容
に
つ
い

て
説
明
を
求
め
る
。

◆
執
行
部　

高
梁
平
和
・

人
権
・
環
境
労
組
会
議
へ

の
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

高
梁
地
域
の
雇
用
の
確
保

や
労
働
条
件
の
改
善
、
福

利
厚
生
活
動
な
ど
を
行
っ

て
い
る
こ
と
に
対
す
る
助

成
で
あ
る
。
ま
た
、
労
働

金
庫
預
託
金
は
、
労
働
金

庫
に
毎
年
５
、
０
０
０
万

円
を
預
け
そ
の
４
倍
の
額

の
範
囲
内
で
労
働
者
に
貸

し
付
け
を
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
そ
の
資
金
に
当
て

て
い
る
。
な
お
、
預
託
金

は
１
年
ご
と
に
返
金
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

◉
委
員　

土
木
費
の
阿
部

地
区
公
園
整
備
に
つ
い
て

詳
細
な
説
明
を
求
め
る
。

◆
執
行
部　

場
所
は
イ
ー

グ
ル
工
業
株
式
会
社
の
北

側
で
、
国
道
３
１
３
号
線

と
の
間
。
面
積
は
７
、
７

０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
。
屋

外
の
ス
ト
レ
ッ
チ
器
具
を

配
置
す
る
の
で
高
齢
者
の

方
々
が
健
康
づ
く
り
を
し

な
が
ら
散
策
で
き
、
ま
た

子
育
て
世
代
が
自
由
に
集

え
る
公
園
に
し
た
い
。

◉
委
員　

こ
の
場
所
は
夜

に
な
る
と
薄
暗
く
、
ひ
と

気
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、

十
分
な
防
犯
対
策
も
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

追
加
議
案

議
案
第
92
号

「
高
梁
市
健
康
増
進
施
設

「
朝
霧
温
泉
ゆ
・
ら
・
ら
」

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」

◉
委
員　

平
成
22
年
３
月

末
を
も
っ
て
指
定
管
理
者

の
指
定
期
間
が
切
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
引
き
続
い
て

の
指
定
管
理
者
の
決
定
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
市
で
も
管
理
が
行
え

る
よ
う
条
例
改
正
を
行
う

も
の
で
あ
る
が
、
今
後
の

施
設
運
営
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
考
え
方
は
ど
う
な

の
か
。
現
在
の
指
定
管
理

者
と
の
交
渉
の
余
地
は
も

う
な
い
の
か
。
今
後
想
定

さ
れ
る
施
設
の
修
繕
は
ど

の
程
度
を
想
定
し
て
い
る

の
か
。
指
定
管
理
者
の
再

公
募
に
つ
い
て
は
６
ヵ
月

間
を
目
途
に
行
う
と
し
て

い
る
が
、
期
間
は
十
分
で

あ
る
の
か
説
明
を
求
め
る
。

◆
執
行
部　

４
月
か
ら
の

管
理
・
運
営
は
、
現
在
の

指
定
管
理
者
に
当
面
運
営

し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
交
渉
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
交
渉
が

ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
場
合

に
は
、
市
で
も
管
理
が
行

え
る
よ
う
に
今
回
条
例
改

正
を
お
願
い
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

地
域
情
報
化
事
業
調
査

　

 

特
別
委
員
会
の

　
　

 

審
議
の
あ
ら
ま
し

議
案
第
７
号

「
高
梁
市
成
羽
有
線
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン
放
送
施
設
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
」

◉
委
員　

４
月
１
日
か
ら

成
羽
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
吉
備

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
切
り

替
わ
る
こ
と
に
な
る
が
、

加
入
者
の
混
乱
や
ト
ラ
ブ

ル
は
想
定
し
て
い
る
の
か
。

◆
執
行
部　

吉
備
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
へ
移
行
す
る
こ

と
に
よ
り
、
現
在
の
成
羽

ビ
ジ
ョ
ン
の
チ
ャ
ン
ネ
ル

番
号
が
一
部
変
更
と
な
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
成

羽
地
域
へ
は
３
月
号
の
広

報
紙
の
中
に
チ
ラ
シ
を
入

れ
て
、
全
戸
に
お
知
ら
せ

す
る
と
と
も
に
、
成
羽
ビ

ジ
ョ
ン
の
放
送
を
通
じ
て

周
知
し
て
い
る
。

議
案
第
20
号

「
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に

つ
い
て
」

◉
委
員　

工
期
を
２
カ
月

延
長
す
る
こ
と
に
な
っ
た

経
緯
に
つ
い
て
、
詳
細
な

説
明
を
求
め
る
。

◆
執
行
部　

国
か
ら
の
補

助
金
の
交
付
決
定
が
12
月

に
ず
れ
込
ん
だ
こ
と
と
、

共
架
申
請
協
議
に
お
い
て
、

電
柱
の
強
度
の
再
計
算
を

行
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

こ
と
が
大
き
な
原
因
で
あ

る
。
１
日
も
早
い
工
事
の

完
成
に
向
け
、
業
者
を
指

導
し
て
ま
い
り
た
い
。

議
案
71
号

「
平
成
22
年
度
高
梁
市
一
般

会
計
予
算
」

◉
委
員　

携
帯
電
話
を

使
っ
た
緊
急
放
送
シ
ス
テ

ム
は
告
知
放
送
を
補
完
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

◆
執
行
部　

２
年
程
度
、

携
帯
電
話
を
使
っ
た
緊
急

放
送
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

実
証
実
験
を
行
い
、
検
証

し
た
上
で
情
報
化
計
画
を

検
討
し

て
い
き

た
い
。
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贈らない!求めない!贈らない!求めない!
受け取らない!受け取らない!
贈らない!求めない!贈らない!求めない!
受け取らない!受け取らない!

　公職選挙法により、政治家が選挙区内で寄
付行為等を行うことは禁止されています。こ
のため、市議会議員はお中元・お歳暮などを
贈ったり、地域の行事に差し入れや祝儀を出
すことはできません。選挙区内に暑中見舞い
や年賀状を出すことも禁止されています。
　また市民から市議会議員に対して、寄付を
出すよう勧めたり、要求したりすることも禁
止されています。
　皆さんのご理解とご協力をよろしくお願い
します。

寄付行為等の
禁止について
寄付行為等の
禁止について

ようこそ高梁市へ
行政調査のため、本市に次の市議会が来庁
されました。

☆1月19日　熊本県八代市
　高梁市国民健康保険成羽病院について

☆1月26日　群馬県館林市
　吹屋ふるさと村について

☆1月29日　滋賀県甲賀市
　耕作放棄地の解消と担い手の育成について

☆2月1日　神奈川県茅ヶ崎市
　いきいき高齢者健康づくり支援について

☆2月2日　高知県安芸市
　議会改革、議会広報について

☆2月4日　広島県尾道市
　福祉移送サービス、緊急通報装置について

☆2月17日　三重県亀山市
　定住化対策と田舎暮らしについて

●市議会ホームページの紹介●

　高梁市議会のホーム
ページをご覧になった
ことがありますか。
　過去の議事録も公開
しており、質疑のやり
取りが詳細にわかるよ
うになってますので是非アクセスしてみてく
ださい。
　今後は皆さんに興味を抱いてもらえるよう
な内容に改善していきますので、どうぞご期
待ください。

●議会を傍聴しませんか●
　本会議および委員会は公開を原則としてお
り、傍聴ができます。実際に傍聴されれば、
紙面では伝えることのできない議会や議員の
生の活動がよくわかると思います。
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３
月
議
会
は
新
年
度
予
算
の
審
議
も
含
め
、
他
の

定
例
会
と
比
べ
て
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
の
会
議
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
近
藤
市
政
２
年
目
で
、
新
総
合
計
画
実
行
予

算
で
も
あ
り
、
そ
し
て
他
の
議
案
で
懸
案
事
項
も

あ
っ
た
た
め
、
活
発
な
論
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
傍

聴
者
も
多
く
、
課
題
・
問
題
の
あ
っ
た
定
例
会
で
し

た
。
市
議
会
も
、
市
民
の
皆
様
の
負
託
に
こ
た
え
ら

れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
痛

感
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け

る
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
意

見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
川
上
）
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☆
ご
意
見
は
こ
ち
ら
ま
で
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